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熱海のホツト
ホットなニユース

熱慧のホツト
はっとするホット

在
宅
医
療
の
中
心
を
担
う

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「在
宅
医
療
」
は
入
院
医
療
、

外
来
医
療
に
続
く
第
３
の
医
療
と
し

て
注
目
さ
れ
、

そ
の
意
義
や
役
割
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

医
療

制
度
改
革
に
関
し
て
も
、

急
性
期
～
回
復
期
～
慢
性
期
か
ら
在
宅
医

療

へ
の
切
れ
目
の
な
い
流
れ
を
作
り
治
療
期
間
を
短
く
す
る
こ
と
や
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
で
療
養
し
、

在
宅
で
最
期
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、

在
宅
医
療
の
重
要
性
が
さ

ら
に
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「在
宅
医
療
」
と
は
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
な
ど
、

患
者
さ
ま
の
自

宅
で
医
療
を
行
う
事
で
、

そ
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
の
が
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

病
状
観
察
や
療
養
指
導
、

褥
創
の
処
置
や
、

２４
時
間
体
制
で
相
談
に
応
じ
、

状
態
変
化
の
際
に
主
治
医
と
連
携
を

図
る
な
ど
様
々
な
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

最
近
で
は
、

在

宅
で
使
用
で
き
る
医
療
機
器
も
多
く
な
り
、

人
工
呼
吸
器
、

在
宅
酸

素
、

中
心
静
脈
栄
養
を
含
む
点
滴
、

尿
の
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
の

医
療
機
器
／
処
置
の
継
続
管
理
も
行

っ
て
い
ま
す
。

当
院
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
院
内
に
あ
る
た
め
、

各
治
療

段
階
か
ら
ス
ム
ー
ス
に
在
宅
医
療

へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、

逆
に

在
宅
か
ら
入
院
も
し
く
は
施
設
入
所
す
る
場
合
も
ス
ム
ー
ス
な
連
携

が
で
き
ま
す
。

ま
た
多
職
種
と
の
連
携
も
充
実
し
、

訪
問
リ
ハ
、

訪

問
歯
科
、

訪
問
栄
養
指
導
な
ど
を
行
い
、

各
薬
局
と
共
に
訪
問
薬
剤

管
理

・
指
導
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

訪
間
の
範
囲
も
熱
海
地
区
を
中

心
に
、

湖
南
、

猪
苗
代
、

本
宮
、

郡
山
市
街
地
付
近
と
広
範
で
、

ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
規
模
も
徐
々
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
が
必
要
も
し
く
は
希
望
す
る
方
は
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
主
治
医
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
よ
う
か
。

骨肝盆智
i精
譜T No・10

撮影  遠 藤 美 香



リハビリテーション(rehabilttation)

iや

リハビリテーションセンター長 /J 7`也知]7台

屋 癖

Ψ

V

直訳するとre―(再び)habllls―(適した、ふさわしい)―
ation(に すること)で 、元々は医学用語ではありません。

キリス ト教の破円の取消し (ガリレオのリハビリ)や 犯罪

者の更生、災害からの復興 (神戸のリハビリ)といったよう

にも使われてきました。その中で医学的なリハビリテーシ

ョンは、病気やけがなどで 「生活上の困難J(=障 害)を 持

った人が再び人間らしく生きること、またそのために行う様々

な取 り組みをさします。

リハビリテーションといえば皆さんは機能回復訓練を思
い起 こすでしょうが、実はさまざまな段階でのリハビリテ
ーションがあります。

まず、病気などで 「障害」が生じた時にすぐに始めるの

が急性期のリハビリテーションです。この時は主にベッド
上で病気が落着いていなくても治療と並行して始めていき
ます。リハビリテーションは早く行ったほうが結果もよく、
後で述べる「廃用症候群」の影響も少なくて、回復に必要な
期間も短くてすむことが証明されています。

続いて病気の状態が落着いてか ら行 うのが回復期のリハ

ビリテーションです。 これは多くの場合専門的な施設 ・ス

タッフのもとで行われます (当院もそのひとつです )。原因

となった病気によって、機能 。能力の回復に望ましい時期

が限 られてきますので、 この時期に十分なリハビリテーシ

ョンを行うことが求められます。

また、退院後に自宅という病院と異なった環境で入院中

に獲得 した能力を発揮 し、さらに発展できるようになるた

めには、通院や自宅を訪問して行 うリハビリテーションが

必要です。機能 ・能力を維持 していくためには介護保険で

行う通所 リハビリテーション(ディ ・ケア)が考えられます。

更に、新 しい障害を予防するための予防的リハビリテー

ションがあります。人間の体は元来怠け者にできています。

病気や障害があろうとなかろうと心身は使わなければ衰え

ていきます。 これが廃用症候群=安 静の弊害です。ディ ・

ケアやディ ・サービスや市町村の行 う機能訓練事業、更に

はカルチャースクールや公民館での活動等さまざまなもの

が利用できます。運動指導 ・療法も生活習慣病だけでなく

広 く健康増進のためにも行われるようになってきました。

特に平成 18年 度か らは介護予防として、現在は問題がな

い人でも身体機能や日腔機能 (日から食べる機能等 )をより

よく保つための介護保険の事業が始まります。

太田熱海病院は多 くの関連機関と連携 して、病院で、地

域でこれ らのリハビリテーションを行っています。来年度

は医療 ,介護の制度が大きく変わるため患者様 ・利用者の

方にはご迷惑をおかけすることがあるかもしれませんが、

よりよいサービスを提供していけるよう努力してまいります。

暁下 (飲み込み)能 力の検査 老人福祉センター(寿楽荘)

ゴ
での転倒予防教室病院でのリハビリテーション

素朴な疑問

「不老長寿の薬」
について

薬剤部 池 田くみ子

人
そ
れ
ぞ
れ
人
生
の
目
的
に
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、

多
く
の
人
々
に
共
通
す
る
望
み
と
言
え
ば
、

「い
つ
ま

で
も
若
く
、

美
し
く
、

健
康
で
人
生
を
満
喫
し
た
い
」

と
い
う
の
が
本
音
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
望

み
を
実
現
す
る
業
が
い
わ
ゆ
る

”不
老
長
寿
の
業
‘‘
。

不
老
長
寿
の
薬
な
ど
、

は
た
し
て
こ
の
世
の
中
に
存

在
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
疑
間
に
思
う
人
は
多
い
は

ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
実
は
不
老
長
寿
の
薬
は
存
在
す
る
の
で

あ
る
。

そ
の
薬
の
名
前
は
ジ

ェ
ロ
ビ
タ
ー
ル
Ｈ
３
と

言
う
。

こ
の
薬
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
老
人
医
学
、

長
寿

医
学
の
権
威
ア
ナ

・
ア
ス
ラ
ン
博
士
に
よ
り
開
発
さ

れ
た
。

こ
れ
は
、

神
経
系
統
に
対
す
る
プ

ロ
カ
イ
ン

の
効
果
作
用
の
研
究
の

一
環
と
し
て
開
発
さ
れ
た
薬

で
あ
る
。

人
間
は
二
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、

細
胞
の
老
化
を
促

す
Ｍ
Ａ
Ｏ

（
モ
ノ
ア
ミ
ン
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
）
が
活
発

に
な
り
、

気
力
や
活
力
を
衰
退
さ
せ
る
ば
か
り
か
諸

病
の
原
因
を
作
り
、

皮
膚
な
ど
の
外
因
性
疾
患

（肌

荒
れ
、

し
わ
、

シ
ミ
な
ど
）
を
誘
発
す
る
。

一
方
、

ジ

ェ
ロ
ビ
タ
ー
ル
Ｈ
３
は
Ｍ
Ａ
①
抑
制
物

質
で
あ
り
、

老
化
防
止
効
果
が
あ
る
と
い
う
訳
で
あ

る
。

ジ

ェ
ロ
ビ
タ
ー
ル
Ｈ
３
の
効
果
と
し
て
、

生
き

る
意
欲
と
喜
び
の
回
復
、

仕
事

へ
の
意
欲
向
上
、

記

憶
力
の
回
復
、

向
上
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ジ

ェ
ロ
ビ
タ
ー
ル
Ｈ
３
治
療
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
政

府
が
国
家
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
行
な

っ
て
お
り
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
行
く
こ
と
で
、

そ
の
治
療
が
受
け
ら

れ
る
そ
う
だ
。

世
界
の
セ
レ
ブ
と
言
わ
れ
る
人
々
、

ウ
ィ

ン
ス
ト
ン
・
チ
ヤ
ー
テ
ル
や
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
ア
ー
ラ
ー

も
過
去
に
こ
の
治
療
を
受
け
て
い
る
。

現
在
日
本
で
入
手
で
き
る
物
と
し
て
は
、

こ
の
系

統
の
化
粧
品
が
あ
り
、

筆
者
も
使
用
経
験
が
あ
る
が
、

効
果
の
程
は
謎
で
あ
る
。

く す リ の

◆ 達人
お ぐす リメモ



お
か
べ
度
ふ
科
ク
リ
エ
ツ
ク

朝在調　備２９６３瑞陛略岬烈市杯陶聞
２‐‐３８‐２
（富田中学校南）

ｅ
診
療
科
目

皮
膚
科

一
般

●
診
療
時
間

月

・
火

・
水

・

木土
舎
休
診
日

日
曜
日

美
容
皮
膚
科

金
　
午
前
９
時
～
正
午

午
前
９
時
～
正
午

午
前
９
時
～
正
午

午
後
２
時
～
午
後
６
時
３。
分

午
後
２
時
～
午
後
４
時

・４

年
間
お
世
話
に
な

っ

た
太

田
綜
合
病
院
か
ら
独

立
し
、

富

日
の
地
に
、

ク

リ

エ
ツ
ク
タ
ウ

ン
富

田
の

１

つ
の
医
院
と
し
て
開
業

し
て
か
ら

Ｈ
年
に
な
り
ま

し
た
。

周
辺
の
住
宅
も
増

加
し
ま
し
た
し
、

小
児
科
、

耳
鼻
科
、

眼
科
、

婦
人
科

等
仲
間
も
増
え
、

ま
こ
と

に
心
強
い
か
ざ
り
で
す
。

ス
タ

ッ
フ
は
８
名
。

超

ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
で
す
。

木
曜
日
の
午
後
は
往
診
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。

一
般
皮
膚
科
治
療
の
他
に
、　

一
昨
年
か
ら
美
容
皮
膚
科
も

始
め
ま
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
脱
毛
と
、

い
わ
ゆ
る
し
み

治
療
で
す
。

自
費
治
療
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
ト

レ
チ
ノ
イ
ン
軟
膏
に
よ
る
外
用
治
療
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
イ
オ
ン

導
入
、

フ
オ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た

治
り
に
く
い
に
き
び
治
療
に
ピ
ー
リ
ン
グ
も
行

っ
て
お
り
ま

す
。

皆
様
の
皮
膚
の
若
さ
と
美
容
を
保

つ
た
め
、

少
し
で
も

お
手
伝
い
で
き
た
ら
う
れ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

祝
祭
日

院 長

日召和43年

日召和45年

日召禾日56年

平成 7年

福島県立医科大学卒業

皮膚科科入局      !

大田綜合病院勤務

おかべ皮お、科クリニック開業

岡 部 秀 子

！―
と
す
，

範　　　こ八山田　　　　　　・卸］のル‐ユ”昌 ゃ:岳岳魯 【ぞを'(々!!iル「
院 長

日召禾日30年

昭和31年

日召和36年

日召和38年

士高 卓 郎

新潟大学医学部卒業

新潟大学医学部第 1内科入局

新潟県厚生連長岡中央病院勤務

塙医院 医 業継承

塙

医

瞬

所
在
地
　
一Ｔ
９６３
‐‐３０
　
郡
山
市
熱
海
町
熱
海
―
１

３２

寄電
　
話
　
０
２
４
１
９
８
４
１
３
１
２
０

幾
診
療
科
目

内
科

・
循
環
器
科

餞
診
療
時
間

月
～
金

上
韻
休
診
日

日
曜
日

・
午
前
９
時
～
正
午
　
午
後
１
時
３。
分
～
午
後
５
時

午
前
９
時
～
正
午

祝
祭
日

・
土
曜
日
午
後

太
田
熱
海
病
院
に
は
以

前
熱
海
町
に
あ

っ
た
高
玉

鉱
山
病
院
に
勤
務
し
て
い

た
父
が
、

当
地
に
開
業
し

て
以
来
お
世
話
に
な

っ
て

お
り
ま
す
。

特
に
初
代
の

院
長
を
し
て
お
ら
れ
た
太

田
舜
二
先
生
に
は
お
世
話

戴
き
ま
し
た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
父
の
跡
目
を
つ
い

で
以
来
早
や
四
十
年
に
な
り
ま
す
が
、

熱
海
町
の
医
療
状
態

は
す

っ
か
り
様
変
わ
り
し
、

過
疎
化
が
進
む
と
と
も
に
老
人

受
診
者
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、

医
術
が
進
歩
し
、

医
療
制
度
も
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、

救
急
疾
患
や
老
人
の

末
期
治
療
は
太
田
熱
海
病
院
に
す

っ
か
り
お
任
せ
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
町
の
人
々
は
安
心
し
て
最
新
の

高
度
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、

貴
院
と
の
病
診
連
携
を
利
用
し
な
が
ら
、

出
来
る
限
り
の
在

宅
医
療
を
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。



太
田
整
形
外
科
ク

リ
エ
ツ
ク

朝在調　備２９６３端畔略押押師百陶聞
４‐‐３８‐‐
（富田中学校南）

●
診
療
科
目

整
形
外
科

ロ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

舎
診
療
時
間

午
前
９
時
～
正
午
　
午
後
２
時
～
午
後
６
時

午
前
９
時
～
正
午

午
前
９
時
～
正
午
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

第
３
木
曜
日

月

・
火

・
水

・
金

木土
む
休
診
日

日
曜
日

・
祝
日

当
院
も
開
設

１１

年

目
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ

の
間
、

太

田
熱

海

病
院
整

形
外

科

の
先

生
方

お

よ
び

ス
タ

ッ

フ

の
皆

様

方

に

は

、

緊
急

の
手
術

や
、

緊

急

の

入

院

な

ど

で
、

大
変

お

世
話

に
な

り

ま
し
た
。

神
経
内
科
や
脳
神
経
外
科
の
先
生
方
に
も
、

神
経
疾
患
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

あ
ら
た
め
て
、

御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

病
診
連
携
、

と
い
う
言
葉
に
甘

え
て
、

今
後
も
ご
面
倒
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多
々

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

）

斉

や
ま
き
わ
内
科

朝在調　晰２９６３端畔輪釧型脚杯陶揃
‐‐‐３９
（富田中学校南）

響
診
療
科
目

循
環
器
科

Ｂ
消
化
器
科

襲
診
療
時
間

月

・
火

・
水

・
金

木土
器
休
診
日

日
曜
日

・
祝
祭
日

午
前
９
時
～
正
午
　
午
後
２
時
～
午
後
６
時

午
前
９
時
～
正
午

午
前
９
時
～
正
午
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

木
曜
日
午
後

太
田
熱
海
病
院
の
職
員

の
皆
様
に
は
、

病
診
連
携

で
い
つ
も
お
世
話
に
な
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
院
も
開
院
し
て
十
年

に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
た

く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が
お

世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

重
篤
な
合
併
症
を
併
発
し

た
際
に
、

入
院
治
療
し
て

い
た
だ
き
何
度
も
危
機
を

救

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
在
宅
の
患
者
さ
ん
も
お
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、

内
科
、

外
科
、

泌
尿
器
科
な
ど

多
科
に
わ
た
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
と
れ
た
高
度
の
治
療
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
中
、

専
門
的
な
各
科
の
治
療
に

加
え
高
度
の
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
持

つ
太
田
熱
海
病
院
の
重
要

性
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
病
診
連
携

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

呼
吸
器
科

・
内
科

・
小
児
科

院長 大 田 健 二
昭和56年 二 重大学医学部卒業

同   同 大学 整 形外科医局入局
昭和60年 二 重大学大学院修了 !

その後、二重大学医学部付属病院、市立
伊勢総合病院などの関連病院に勤務

平成 5年 4月 大 田記念病院整形外科部長
平成 7年 7月 大 田整形外科クリエック開院

院長 山 沢 正 則
昭和56年 自 治医科大学医学部卒業
昭和63年 福 島県立猪苗代病院内科科長
平成 4年  自 治医科大学循環器内科助手
平成 6年  大 田記念病院循環器科部長を経て

平成 8年 4月  や まさわ内科循環器科開業
平成10年10月 医 療法人やまさわ内科



高血圧を治療するのはなぜですか?

血圧が高いままで放置すると、知 らない間に血管や心臓に

大きな負担がかか り、心臓病や脳卒中、腎臓病などが発症

する危険性が高まり、生命にかかわる事態も起 こり得ます。

しかし、高血圧をきちんと治療することで、その危険性は

大きく低下します (表1)。

家庭血圧は測った方がいいのでしょうか?

病院で測った血圧が良好であっても家庭血圧が高い (仮

面高血圧)と 、心臓病や脳卒中が起 こる危険性が高い

ことがわかってきました (表2)。特に朝の血圧がコ

ントロールされていることがポイントです。家庭血圧

は、できれば一 日二回、起床後一時間以内と寝る前に

測 りましょう。座位で安静にし、排尿後 ・服薬前に一

回以上測 ります。血圧計は上腕で測るタイプの血圧計

を選びましょう。家庭血圧の正常値は 135/85mmHg

未満で、病院で測った正常値 (140/90mmHg未 満)

より低いことに注意 しましょう。

-13%

- 2 1 %

日本高血圧治療ガイドライン2004
-38%          ょ リー部改変

表 1

言 コントロール良好を1とじた時の心臓病・脳卒中の起こりやすさ

140/90

外来血圧 (rrrnHg)

Bobtte C et al」A M A 2004291打 342よリー部改変

表 2

回

囚

黒田 智 志

脳卒中による 心臓病による
死亡     死 亡

全ての

死亡

・３０
　
　
　
・４。
∽

高
血
圧
治
療
に
よ
る
死
亡
の
低
下
率

1 囚

回1生 活習慣はどんな点を改善すればいいので
しょうか?

次の6項 目が大切です。(1)食塩は一日6g未 満にする。

(2)野菜 ・果物を積極的に摂取する (ただし腎障害や糖

尿病のある患者さんには推奨されません)。またコレ

ステロールや飽和脂肪酸の摂取を控える。(3)適正体重

を維持する。“)適度な運動をする (ただし心血管病の

ない場合)。(5)アルコールを控える。(6)禁煙する。 こ

れ らを複合的に実施すればより効果的です。 」ヽ

Ｎ
Ｓ
Ｔ
（Ｚ
島

中ヽ市【ｏ
Ｄ
∽
ば
ｏ
じ
ｑ
命
弓
①
い
Ｂ

中栄
養
サ
ポ
ー

ト
テ
ー
ム
）
と
は
、

病
院
内
の
様
々
な
職
種

の
垣
根
を

越
え
て
、

患
者
様

の
栄
養
管
理
を
行
う
テ
ー
ム
で
す
。

た
と
え
病
気
の
治
療
方
法
が
正
し
く
て
も
、

栄
養
管
理

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、

治
療
効
果
が
上
が
ら
な
か

っ

た
り
、

別
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

褥
盾

（
床
ず
れ

）
な
ど
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、

我
々
ス
タ
ッ
フ
が

中
心
と
な
り
、

病
院
の
全
職
員
が

一
丸
と
な

っ
て
、

患

者
様
の
適
切
な
栄
養
状
態
を
保

つ
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

ス
タ

ッ
フ
に
は
医
師
、

歯
科
医
師
、

看
護
師
、

薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
、

栄
養
士
、

理
学
療
法
士
、

事
務
職
員
と
病
院
中
の
あ
ら
ゆ
る
職
種
を
代
表
し
た
メ

ン
バ
ー
が
集
い
、

週
１
回
の
回
診
を
行
い
、

現
在
の
栄

養
状
態
を
評
価
し
た
り
、

適
切
な
栄
養
プ
ラ
ン
を
検
討

し
、

主
治
医

へ
報
告
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ

は
、

日
本

で
は
約

１０
年
前
に
初
め
て

二
重
県
の
病
院
で
活
動
が

始
ま

っ
た
、

新
し
い
テ
ー

ム
医
療
で
す
。

今
後
も
定

期
的
に
講
演
会
や
勉
強
会

な
ど
を
開
催
し
て
、

よ
り

質

の
高

い
栄
養
サ
ポ
ー
ト

が
行
え
る
よ
う
に
し
て
参

り
ま
す
。

NSTに

ついて

糖尿病内科 部 長代行

三 崎 麻子

健 康 もっともっと館りたしヽ線卜0こと!!

回

■

こう  け つ  あ つ

N o . 1 0 高血 圧

: 家

回診中のスタッフ



□回回
内科外来は看護師 13名 、ナースエイ ド2名 で

日々の業務を行っております。

琴斗内

看
護
師

の
主
な
業
務
は
診

察
室
で
の
診
療

の
介
助
、

検

査

の
予
約
、

説
明
、

採
血
、

患
者
様

の
状
態

の
観
察
な
ど

を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

私
た

ち
は
患
者
様
に
安
心
し
て
外

来
診
療
を
受
け
て
頂
け
る
事

を
目
標
に
毎
日
の
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

外
来
を
受

診
さ
中れ

る
患
者
様
は
複
数

の

科
を
受
診
さ
れ
る
方
が
多
く
、

他
科
と
の
受
付
順
番
な
ど
を

考
慮
し
待
ち
時
間
を
有
効
に

使
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
お

り
ま
す
。

神
経
内
科
、

消
化

器
科
、

循
環
器
科
、

呼
吸
器
科
、

糖
尿
病
科
な
ど

の
外
来
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

診
察
介
助

の
看
護
師
は
科
別
専
従
に
は

で
き
ま
せ
ん
が
患
者
様
の
お
顔
、

お
名
前
な
ど
が
分
か
り
、

患

者
様
と
信
頼
関
係
が
築
け
る

よ
う
に

ロ
ー
テ
シ
ョ
ン
で
行

っ
て
い
ま
す
。

平
成

１６
年

１１

月
よ
リ
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

シ
ス

テ
ム
が
導
入
と
な
り
中
央
採

血
室

が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

検
査
部
担
当
者
、

ナ
ー
ス
エ

イ
ド
が
内
科
窓

日
で
受
付
業

務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ま

た
採
血
業
務
も
臨
床
検
査
技
師
、

看
護
師
が
協
力
し
て
行

っ
て

お
り
ま
す
。

オ
ー
ダ
リ
ン
グ

導
入
後
は
採
血
、

検
査
予
約

に

つ
い
て
は
待
ち
時
間
が
短

縮
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

今

後
も
患
者
様
が
安
全
で
安
心

し
て
外
来
診
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
暖
か
い
思
い

や
り
の
あ
る
看
護
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
標
に
ス
タ

ッ
フ

一
同
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

内
科
科
長
　
栗
原
咲
子

一）

・…""【 かじきまぐるのハニービネガーツースかけ】“""・

ワ

まぐろには、EPA(エ イコサベン

タエン酸)と DHA(ド コサヘキサ
エン酸)が 含まれています。EPAは

動脈便化や高血圧の予防、DHAは

神経組織の発育や機能維持に役立ち、
コレステロール低下作用もあります。

ソースに用いるバルサミコ酢はイ

タリア北部の伝統的な醸造酢で、

フインとブ ドウの果汁を濃縮 した

物を樽で何年も熟成させて作られ、

香 り高い風味とまろやかな甘みが

特徴的です。はちみつの糖分はエ

ネルギー源として即効性があリバ

ルサミコ酢に含まれるクエン酸と
一緒に摂る事で疲労回復に効果が

あります。 <栄 養部>

●かじきまぐろ……・80g l切
●食塩……・・……………少々
。こしょう………………少々
●小麦粉……………・少さじ1

全 ●オリーブ油……・少さじ11/2

女環長ちb〔抗;批然
●レタス……・・・・………・1枚

①かじきまぐろに塩 。こしょう

をし水気を拭きとり、小麦粉
をまぶしてからオリーブ油で

両面を焼く。

②ピーマンは薄切りにしオリー

ブ油でさっと炒め、塩 。こし

ようで味をつける。

③フライパンにバターを入れ火
にかけ、バターが溶けたら、
バルサミコ酢、はちみつを入れ、

少し煮詰めてからマスター ド

を加え、ピーマンを混ぜる。

④器にレタスと、かじきまぐろ

を盛り、③のソースをかける。

エネルギー  2  2  6 k c創

塩分         1  2 g

桜
が
好
き
で
あ
る
。

特
に
こ
こ
数
年
は
思
い

入
れ
が
強
ま
り
、

毎
年

あ
ら
こ
ち
出
向
い
て
は

必
ず
写
真
に
収
め
て
い
る
「

数
年
前
に
生
花
用
と

し
て
い
た
だ
い
た
東
海
怯

花
を
楽
し
ん
だ
後
に
、

残
さ
れ
た
枝
を
庭
上
に
挿
し
て
み
た
。

家
人
に

は

”挿
し
木
な
ん
て
無
理
だ
よ
“
と
言
わ
れ
つ

つ
期
待
を
こ
め
て
…
。

そ
の
存
在
す
ら
忘
れ
て

い
た
翌
年
に
、

枝
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
気

が
付
い
た
。

そ
し
て
、

春
に
は
見
事
に
小
ぶ
り

で
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
た
。

現
在
は
、

父
が
地

元
河
川
敷

の
桜
並
木

の
１
本
と
し
て
寄
付

を
し
、

数
十
本

の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
囲
ま

れ
な
が
ら
成
長
を
続

け
て
い
る
。

今
年
も

ま
た
会
い
に
行
っ
て
、

写
真
に
収
め
よ
う
と

思
う
。

春
が
待
ち
遠

し
い
。

遠
藤
　
美
香


